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1

特
集
被
爆
70
年
。
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
を

世
界
へ
、
次
世
代
へ

ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議とは
ＮＰＴとは 1970 年に発効した、核兵器の拡散を防ぐための国際条約。この条約は、核保有国（アメリカ、ロシア、
イギリス、フランス、中国）の 5 カ国に核軍縮交渉を行う義務を定め、その他の国には、核兵器の保有や開発
を禁止している。この条約がきちんと守られているかを確認し、今後の取り組みを話し合うために、5 年に一度
ＮＰＴ加盟国が開催するのが「再検討会議」。
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特　　　集

2015 年 NPT（核不拡散条約）再検討会議 代表団派遣

　広島は被爆 70 年の節目の年をむかえます。これまで核兵器の
非人道性を世界に訴え行動してきた被爆者の平均年齢は 80 歳に
近づいています。それでも被爆者の皆さんは勇気をもって訴え
続け、世界の潮流が戦争文化から脱却することを願い、核抑止
の体制から相互信頼を構築した、双方向での対話を基本とする
平和な社会に向けた取り組みを望まれています。
　被爆者の思いを受け継ぎ、戦争も核兵器もない平和な世界の
実現にむけて、広島県生協連は、被爆 70 年を起点に、行政（広
島県、広島市、広島平和文化センター等）や、諸団体（広島県
原爆被害者団体協議会、広島ＹＭＣＡ等）と連携して、平和の
取り組みを推進します。

〈広島県生協連 2015 年度平和の取り組み〉
1. 2015年4月ＮＰＴ再検討会議を含む諸関連行事へ代表団を派
　遣します。
　日本生協連、日本被団協とともに、ＮＰＴ再検討会議へ代表団
　を派遣します。広島県生協連、長崎県生協連、日本生協連、平
　和首長会議が連名で、全国の生協に呼びかけた「核兵器禁止条
　約の交渉開始等を求める署名」は、生協だけで約130万筆（全
　体では198万筆）集まり、国連へ提出します。また、現地では
　広島県、広島市と連携して、「オール・ヒロシマ」で取り組みを
　強化し、帰国後、報告会を開催し、情勢や活動、成果を共有
　します。
2. 2015「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い（略称：
　核兵器廃絶・市民の集い）を開催します。
　市民 6 団体（広島県被団協、広島ＹＭＣＡ、広島県生協連等）
　の主催で、5 年目となる核兵器廃絶・市民の集いを、広島県、
　広島市、広島平和文化センターと連携して、ＮＰＴ再検討会議
　の報告会を兼ねて開催します。集いは、生協組合員含む市民6
　団体、広島県行政（全 23 市町）の他、日本生協連、県外生協
　にも参加を呼びかけ、開催規模を拡大して開催します。
3. 被爆 70 年の節目として、2015 ピースアクション in ヒロシマ
　を開催します。
　長崎県生協連と連携した企画（新企画：子ども平和会議）や、
　ＮＰＴ再検討会議報告の他、広島の復興や平和活動の歴史を展
　示する等の被爆 70 年企画を行います。
4. 2015 市民平和行進を行います。
　37年前から市民6団体で広島県連絡会を結成して、「子どもた
　ちに、平和で明るい未来を」テーマに、市民平和行進に取り
　組んでおり、今年も開催します。県内各地域で実行委員会を
　結成し、地域行進を開催し、他県の生協からの平和行進引き継
　ぎ式や交流を行います。



実
相
を
伝
え
る
活
動
（
国
連
で
の
原

爆
パ
ネ
ル
展
、
学
校
な
ど
で
の
被
爆

体
験
の
証
言
活
動
）・
核
兵
器
廃
絶

の
要
請
行
動
を
行
い
ま
す
。

日
本
被
団
協
の
皆
さ
ん
の
現
地
行
動

を
支
え
る
た
め
に
、
全
国
の
生
協
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
被
爆
者
支
援
募
金
の

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
最
終

的
に
は
１
，
３
０
０
万
円
を
上
回
り

ま
し
た
）

　

広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
の
湯
浅

敏
郎
常
務
理
事
よ
り
、「
核
兵
器
を

め
ぐ
る
世
界
の
動
向
と
２
０
１
５
年

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
核
兵
器
廃
絶
に
は
都
市
と
市
民

の
力
の
結
集
が
必
要
で
あ
り
、
生
協

の
平
和
の
取
り
組
み
が
、
思
想
信
条

を
超
え
た
平
和
活
動
を
醸
成
し
て
い

く
活
動
で
あ
る
。」
と
生
協
へ
の
活

動
に
感
謝
と
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
活
動
事
例
報
告
で
は
、

広
島
県
生
協
連
と
長
崎
生
協
連
合
同

で
、
２
０
１
４
年
度
に
取
り
組
ん
だ

平
和
の
活
動
と
、
今
年
被
爆
70
年
に

向
け
て
両
連
合
会
が
連
携
し
た
取
り

組
み
「
子
ど
も
平
和
会
議
」
を
案
内

し
、
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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特　　　集

「2015 年 NPT 再検討会議代表団」結団式・キックオフ集会

　

２
月
28
日
（
土
）、
コ
ー
プ
プ
ラ

ザ
（
東
京
都
渋
谷
区
）
に
て
、
４
月

末
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

る
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

に
派
遣
す
る
生
協
代
表
団
（
45
生
協

92
人
）
の
結
団
式
と
、「
２
０
１
５

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
」
が
、
全
国
の
生
協
か
ら
１
８
０

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
を
務
め
る
コ
ー
プ
こ
う
べ
本

田
英
一
組
合
長
理
事
を
は
じ
め
、
副

団
長
３
人
（
日
本
生
協
連
和
田
寿
昭

専
務
理
事
・
広
島
県
生
協
連
高
田

公
喜
専
務
理
事
・
長
崎
県
生
協
連
岩

永
尚
之
専
務
理
事
）
か
ら
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
こ
の
度
３

度
目
の
参
加
を
決
意
し
た
日
本
被
団

協
事
務
局
次
長
の
中
村
雄
子
さ
ん
は

「
体
調
に
自
信
は
な
か
っ
た
が
、
生

協
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
頼
り
最
後
の

渡
米
を
決
意
し
た
。」
と
、
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願
う
被
爆
者
の

強
い
想
い
と
使
命
を
感
じ
る
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

核
兵
器
廃
絶
へ
の
歩
み
を
進
め
る

た
め
に
、
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
と
協
同
し

て
被
爆
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
被
爆
の

生
協
の
理
念
「
平
和
と
よ
り
よ
き
生
活
の
た
め
に
」

～
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
に
向
け
て
～

2015 年３月１日 中国新聞　朝刊

「核兵器廃絶の決意を新たに」
～ 2015 ＮＰＴ再検討会議代表団結団式＆ピー
スアクション 2015 キックオフ集会に参加して
～
　私は、昨年お二人の被爆者の方から被爆証言
をお聞きする機会がありました。お二人の証言
は、今まで聞いたことがない程、被爆体験の描
写がリアルで、「本当に核兵器はいらない」、「人
間同士が殺し合う戦争は絶対にしてはいけない」
という想いと、「継承して欲しい」という強い気
持ちを感じました。また、今回の結団式でも、
被団協の方が「私は 3 回目の参加です。今回は、
足が痛いし体力的に無理だろうと思っていたけ
ど、やはり生きている被爆者の私たちが今声を
上げなければいけないと思うようになり、頑張っ
て参加をすることにしました。」と言われたのを
聞いて、本当に被爆地広島から、そして日本か
ら「二度と過ちを繰り返さないで！一日も早く
核兵器のない世界の実現を！」と訴えていかな
ければいけないと思いました。私たちは、被爆
者の想いを次世代へ継承しなければいけません。
私は、生協ひろしまの代表として NPT 再検討
会議生協代表団に参加し、被爆者の方々をサポー
トしながら、一緒に世界中のみんなが命を大切
にして笑顔でいられるよう“核兵器廃絶と世界
の恒久平和”を強く訴えてきたいと思います。

生協ひろしま組合員理事（広島県生協連理事）

上田　久子

生
協
代
表
団
結
団
式

生
協
代
表
団
の
目
的

被
爆
者
支
援
募
金
贈
呈

学
習
講
演

生
協
代
表
団
結
団
式
・
２
０
１
５
ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

広島県生協連と長崎県生協連の報告

講演する湯浅敏郎常務理事
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「2015 年 NPT 再検討会議代表団」壮行会

　

４
月
17
日
（
金
）
広
島
県
生
協
連

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
合
わ
せ

派
遣
す
る
代
表
団
の
壮
行
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
壮
行
会
は
、
日
本
生
協
連
に

よ
る
生
協
代
表
団
（
45
生
協
92
名
）

と
し
て
、
広
島
県
内
の
生
協
か
ら
参

加
す
る
５
名（
広
島
県
生
協
連
１
名・

生
協
ひ
ろ
し
ま
３
名
・
広
島
大
学
生

協
１
名
）
と
、
現
地
に
お
い
て
共
に

行
動
す
る
日
本
被
団
協
の
代
表
団
と

し
て
、
広
島
の
被
団
協
か
ら
参
加
さ

れ
る
２
名
の
方
と
合
同
で
行
い
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
広
島
県
生
協
連
の
岡
村

会
長
理
事
よ
り
、「
世
界
に
は
広
島
の

実
相
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
。

広
島
の
願
い
、
被
爆
者
の
想
い
を
一

人
で
も
多
く
の
人
に
話
し
て
き
て
ほ

し
い
。
必
ず
想
い
は
伝
わ
る
。
生
協

の
代
表
団
の
人
は
し
っ
か
り
被
爆
者

の
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
頑
張
っ
て
き

て
ほ
し
い
」
と
代
表
団
へ
の
期
待
を

込
め
て
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
（
以
下
：
広
島
県
被
団
協
）

の
坪
井
理
事
長
か
ら
は
、「
私
も
羽

が
あ
れ
ば
飛
ん
で
行
き
た
い
。
今
回

は
自
分
が
行
け
な
い
が
、
皆
さ
ん
は

広
島
の
代
表
と
し
て
、
み
ん
な
の
想

い
を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し

い
。」
ま
た
、
も
う
一
つ
の
広
島
県

被
団
協
の
大
越
理
事
長
代
行
か
ら

は
、「
広
島
か
ら
来
た
人
達
の
発
言

は
、
世
界
か
ら
も
注
目
を
さ
れ
る
。

是
非
、
自
信
を
持
っ
て
広
島
か
ら
来

た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
活
動
し
て

ほ
し
い
。」
と
、
両
被
団
協
の
代
表

よ
り
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
を

受
け
参
加
者
メ
ン
バ
ー
よ
り
１
人
ず

つ
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
生
協
連
代
表
団
の
副
団
長
を

務
め
る
、
広
島
県
生
協
連
の
高
田
専

務
理
事
は
、「
世
界
の
情
勢
は
大
変

厳
し
い
。
前
回
２
０
１
０
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
で
は
64
項
目
の
行
動

計
画
が
最
終
文
書
に
盛
り
込
ま
れ

た
が
、
こ
の
５
年
間
何
も
前
進
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
被
爆
者

の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
し
な

が
ら
、
世
界
に
核
兵
器
の
非
人
道
性

の
問
題
を
訴
え
た
い
。
帰
っ
て
き
た

ら
活
動
報
告
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。」
と
、
副
団
長
と
し
て
の
決
意

表
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
生
協
代
表
団
の
概
要
と
活
動
内
容

(1)
生
協
代
表
団
概
要　

45
生
協
92
人

（
日
本
被
団
協
の
49
人
と
共
同
行
動
）

(2)
活
動
内
容　

現
地
で
は
生
協
代
表

団
と
日
本
被
団
協
の
参
加
者
（
被
爆

者
の
方
）
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
共

同
行
動
…
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

活
動
す
る
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
共
同

集
会
や
平
和
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま

す
。

②
国
連
で
の
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
開
催

…
４
月
27
日
か
ら
日
本
被
団
協
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
開
催
中
、
国
連

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
代
表
団
の
壮
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

～
被
爆
70
年
、
被
爆
者
の
想
い
を
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
Ｎ
Y
へ
～

【
今
回
の
代
表
団
メ
ン
バ
ー
】　　

日
本
生
協
連
代
表
団　

広
島
県
生
協
連
専
務
理
事　

高
田
公
喜

生
協
ひ
ろ
し
ま
組
合
員
理
事　

 

上
田
久
子

生
協
ひ
ろ
し
ま
組
合
員
理
事　

 

戸
田
真
紀

生
協
ひ
ろ
し
ま
組
合
員
活
動
グ
ル
ー
プ
統
括
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
畠
哲
司

広
島
大
学
生
協
学
生
理
事　

小
林
卓
也

日
本
被
団
協
代
表
団

広
島
県
被
団
協
副
理
事
長　

箕
牧
智
之

広
島
県
被
団
協　

中
村
澄
子

　

ま
た
、
日
本
原
水
協
派
遣
団
と
し

て
参
加
さ
れ
る
、
広
島
中
央
保
健
生

協
（
髙
野
雄
史
さ
ん
）
と
広
島
医
療

生
協
（
伊
藤
と
み
子
さ
ん
）
か
ら
も

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
部
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
被
爆

者
の
方
が
パ
ネ
ル
の
説
明
を
通
し

て
、
被
爆
の
実
相
を
伝
え
ま
す
。

③
被
爆
証
言
活
動
…
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
外
の
小
中
高
校
や
大
学
、
教

会
な
ど
で
被
爆
者
が
自
身
の
被
爆
体

験
を
直
接
伝
え
、
核
兵
器
が
二
度
と

使
わ
れ
な
い
世
界
の
実
現
を
訴
え
ま

す
。

④
各
国
政
府
へ
の
要
請
行
動
…
Ｎ
Ｐ

Ｔ
再
検
討
会
議
の
成
否
を
握
る
各
国

政
府
代
表
部
に
、
核
兵
器
廃
絶
の
要

請
を
行
い
ま
す
。

4/24（金）　　出国
4/24（金）　　アメリカ・ニューヨーク着
4/25（土）　　生協代表団・日本被団協代表団　合同結団式・昼食会
　　　　　　　 PM ：核のない平和な持続可能な世界をめざす平和地球会議
4/26（日）　　核兵器廃絶のための NGO 共同行動　集会・デモ行進
4/27（月）　　NPT 再検討会議開会　証言活動、国連原爆展オープニングセレモニー
　　　　　　　 PM： ヒロシマ・ナガサキアピール集会 in ニューヨーク
4/28（火）　　証言活動、国連原爆展
4/29（水）　　証言活動、国連原爆展　PM： 平和首長会議 2015 ニューヨーク集会
4/30（木）　　アメリカ・ニューヨーク発
5/1（金） 　　帰国

生協代表団のスケジュール

広島県生協連　岡村会長理事と代表団メンバー 広島県被団協 大越理事長代行 広島県被団協 坪井理事長

広島県生協連 高田専務理事
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特集Ⅱ

　

３
月
13
日
（
金
）、
広
島
県
協
同

組
合
連
絡
協
議
会
は
、『
協
同
組

合
学
習
会
』
を
広
島
市
中
区　
　

ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
２
０
１
２
国
際
協
同
組
合
年
ひ
ろ

し
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
確
実

な
実
践
に
向
け
て
各
研
究
会
の
進
捗

状
況
の
報
告
、
ま
た
、
協
同
組
合
間

連
携
に
よ
る
地
域
の
協
同
を
深
め

る
た
め
の
学
習
会
開
催
と
い
う
二

つ
の
目
的
を
持
つ
こ
の
学
習
会
。
約

１
０
０
名
近
い
参
加
者
を
み
て
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
、
司
会
者
の
案
内

で　
　

広
島
中
央
会
香
川
洋
之
助
会

長
が
挨
拶
。
香
川
会
長
は
、
昨
今
の

協
同
組
合
に
お
け
る
改
革
や　
　
　

な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
、
協
同
組
合
連

絡
協
議
会
の
将
来
の
重
要
な
役
割
に

つ
い
て
語
り
、挨
拶
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◇　

　

引
き
続
い
て
、研
究
活
動
報
告
が
、

４
つ
の
研
究
会
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
研
究
会
の
代
表
広
島
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
協
同
推
進
部
仁
井

本
氏
は
、『
食
糧
自
給
に
地
域
で
取

り
組
む
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
。

昨
年
度
の
実
績
、
地
元
大
学
と
の
地

産
地
消
推
進
の
た
め
の
連
携
や
そ
の

他
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
、

将
来
の
方
向
性
で
話
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

第
２
研
究
会
は
、
生
協
ひ
ろ
し
ま

総
合
企
画
部
佐
々
木
氏
が
、『
環
境
・

森
林
保
全
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
に
地
域
で
取
り
組
む
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
環

境
保
全
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

　

第
３
研
究
会
は
、
生
協
ひ
ろ
し
ま

福
祉
事
業
部
岡
さ
ん
が
『
つ
な
が

り
（
福
祉
）
を
地
域
で
築
く
』
と
い

う
主
題
で
報
告
。
協
同
組
合
の
連
帯

を
生
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉

の
在
り
方
を
具
体
的
実
践
事
例
で
説

明
。
協
同
組
合
の
連
帯
の
強
み
を
地

域
福
祉
に
生
か
し
た
将
来
を
展
望
し

た
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
特
別
研
究
会
は
、『
平
和

に
向
け
て
地
域
か
ら
取
り
組
む
』
と

題
し
て
広
島
県
生
協
連
福
島
事
務
局

長
が
報
告
し
ま
し
た
。
特
別
研
究
会

構
成
メ
ン
バ
ー
と
位
置
づ
け
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
活
動
計
画
、
こ
れ
ま

で
の
振
り
返
り
と
今
後
に
つ
い
て
、

協
同
に
よ
る
平
和
社
会
の
構
築
に
つ

い
て
詳
細
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

４
つ
の
研
究
会
の
詳
細
で
熱
い
報

告
は
、
協
同
の
力
の
明
日
を
予
感
さ

せ
、
次
の
研
究
テ
ー
マ
へ
と
期
待
が

寄
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

発
表
会

協同組合学習会

第１研究会　仁井本敏浩 氏第２研究会　佐々木桂一 氏第３研究会　岡由香利 氏特別研究会　福島　守 氏

挨拶をする JA 広島中央会 香川洋之助会長

J
A

J
A

T
P
P
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特　　　集

協同組合学習会

　

活
動
報
告
に
続
い
て
、『
規
制
改

革
会
議
に
よ
る
農
協
攻
撃
と
地
域
に

お
け
る
協
同
の
取
り
組
み
』
と
題
し

て
、
愛
媛
大
学
農
学
部
板
橋
衛
准
教

授
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

板
橋
氏
は
、初
め
に
氏
の
研
究「
協

同
組
合
事
業
（
農
業
協
同
組
合
）」、

「
農
業
・
農
村
と
農
協
運
動
」、「
協

同
組
合
」
と
の
深
い
関
わ
り
、
と
広

島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
と
の
出

会
い
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、本
日
の
講
演
テ
ー
マ
を
、

①
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
協
「
改
革
」
の

構
図
、
②
「　
　

グ
ル
ー
プ
営
農
・

経
済
革
新
プ
ラ
ン
』
と
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
の

奇
妙
な
整
合
性
、
③
規
制
改
革
会
議

に
よ
る
農
協
攻
撃
へ
の
国
際
的
反

応
、
④
地
域
に
お
け
る
協
同
の
取
り

組
み
―
愛
媛
県
下
の
事
例
紹
介
、
の

４
つ
に
分
け
て
講
演
。

　

板
橋
氏
は
ま
ず
、
安
倍
内
閣
に
よ

る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
協
「
改
革
」

の
構
図
に
つ
い
て
説
明
。
安
倍
政
権

下
の
農
協
「
改
革
」
論
議
の
特
徴
は
、

基
本
的
に
は
過
去
の
「
農
協
改
革
の

基
本
方
向
」
に
変
化
は
な
く
、
安
倍

総
理
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
押
し
出
し

だ
と
基
本
づ
け
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
目
指
す
農
業
分
野
は
、
企

業
に
と
っ
て
の
農
協
の
成
長
産
業
家

で
あ
り
、
農
協
と
農
業
委
員
会
の
排

除
を
図
る
も
の
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
農
政
運
動
の
国
民
的
連

帯
へ
の
政
府
の
警
戒
が
今
日
の
政
府

の
農
協
「
改
革
」
へ
の
圧
力
と
な
っ

て
い
る
と
紹
介
。

　

つ
ぎ
に
、
板
橋
氏
は
、「
革
新
プ

ラ
ン
」
と
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
の
奇
妙
な
整
合

性
に
触
れ
、
革
新
プ
ラ
ン
が
、
①
食

料
の
自
給
力
の
向
上
に
よ
る
生
産
拡

大
、
②
我
が
国
の
食
と
農
の
価
値
の

創
造
に
よ
る
農
業
所
得
の
最
大
化
、

③
農
を
機
軸
と
し
た
地
域
の
活
性
化

に
あ
る
こ
と
を
説
明
。
そ
の
上
で
、

規
制
改
革
会
議
の
農
協
攻
撃
に
対
す

る
国
際
的
反
応
を
具
体
的
に
説
明
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
農
業
協

同
組
合
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
、

「
地
域
に
お
け
る
農
業
協
同
組
合
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
愛
媛
県
下

の
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
の
、改
革
の
「
方
向
性
」、「
地

方
創
成
の
方
向
性
」、「
農
村
社
会
の

変
化
と
６
次
産
業
化
の
動
向
」
を
示

し
、
ま
と
め
と
し
て
、
農
協
は
地
域

農
業
振
興
の
た
め
に
「
何
を
な
す
べ

き
か
を
問
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
講

義
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

講
　
演

J
A

講演をする愛媛大学農学部板橋衛准教授
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会員だより・トピックス

　

２
月
21
日
（
土
）
広
島
県
産
業
会

館
（
広
島
市
南
区
）
で
、
生
協
ひ

ろ
し
ま
誕
生
30
周
年
記
念
行
事
『
生

協
ひ
ろ
し
ま
誕
生
30
周
年
感
謝
ま
つ

り
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
取
引
業

者
や
生
産
者
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
の
子

会
社
な
ど
が
80
以
上
の
ブ
ー
ス
を
構

え
、
約
６
０
０
０
名
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
競
争
や
、

音
楽
に
合
わ
せ
絵
を
描
く
ラ
イ
ブ
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

各
ブ
ー
ス
で
は
、
お
取
引
業
者
や

生
産
者
に
よ
る
生
協
商
品
の
試
食
や

販
売
、
た
ま
ご
の
詰
め
放
題
や
鰹
節

削
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
一
日
店
長
」
で
は
組
合

員
や
子
ど
も
達
が
大
き
な
声
で
元

気
よ
く
、
試
食
や
販
売
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、「
も
の
し
り
ぽ
け
っ
と
」

で
は
、
15
の
お
取
引
業
者
が
、
自
慢

の
商
品
の
こ
だ
わ
り
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
は
、
組
合
員
や
お
取
引
業

者
・
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
版
「
恋
す

る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
を
作

成
し
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
み
ん
な

で
踊
り
ま
し
た
。You Tube

に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

生協ひろしま 30 周年感謝まつり

30 年の感謝を込めて

（上）ものしりぽけっとで商品学習
（左）たくさんの来場者で賑わいました
（下左）会場から大声援が聞こえてきた赤ちゃんハイハイ競争
（下）組合員の子どもたちが一日店長として試食販売を盛り上げました
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会員だより・トピックス

三共生協視察・2015「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い
　

広
島
県
生
協
連
で
は
、
会
員
生
協

の
ト
ッ
プ
層
を
対
象
に
し
た
研
修
と
、

会
員
同
士
の
交
流
と
理
解
を
深
め
る

目
的
で
、
３
月
26
日
（
木
）
に
、
葬

祭
事
業
を
専
門
に
運
営
さ
れ
て
い
る

会
員
生
協
の
「
三
共
生
活
協
同
組
合
」

へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

広
島
県
生
協
連
会
員
の
４
生
協
８
名

の
専
務
、部
長
な
ど
が
現
地
集
合
し
、

三
共
生
協
の
堀
理
事
長
と
有
末
・
光

元
両
副
理
事
長
に
お
迎
え
頂
い
て
、

施
設
の
見
学
と
、
組
織
と
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
ス
タ
ー
ト
は
、
昭
和
48
年
（
１
９

７
３
年
）、
有
志
に
よ
る
「
三
共
葬

祭
組
合
」
の
設
立
。“
三
共
”
の
名

の
由
来
は
、
旧
３
町
（
世
羅
町
、
甲

山
町
、
久
井
町
）
の
生
活
改
善
目
的

の
共
同
体
と
し
て
発
足
。

◎
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
に
、

緑
ナ
ン
バ
ー
霊
柩
車
運
行
を
行
う
為

に
有
限
会
社
法
人
を
立
ち
上
げ
。

◎
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）
に
生

協
法
人
に
移
行
。

◎
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
３
月

現
在
の
概
況

・
組
合
員
４
，
７
８
０
名(

世
帯) 

・
出
資
金
４
，
０
９
６
万
円

　
（
12
口
６
，
０
０
０
円
以
上
で
組

　
　

合
員
資
格
）

・
年
間
収
入
２
億
２
，
８
７
５
万
円 

・
純
資
産
２
億
５
，
４
９
４
万
円

　

三
共
生
協
で
は
、
エ
リ
ア
内
の
葬

儀
件
数
の
う
ち
、
72
％
と
い
う
驚
異

的
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
お
り
、“
特

上
の
サ
ー
ビ
ス
は
し
な
い
”
が
良
心

ト
ッ
プ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
研
修
（
三
共
生
協
視
察
研
修
）

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て

的
で
安
価
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
で
、
組
合
員
か
ら
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。
葬
儀
は
、
一
般
的
に
適
正
価

格
が
不
透
明
な
部
分
が
あ
り
、
生
協

が
こ
の
事
業
を
通
し
て
果
た
す
役
割

は
、「
三
共
生
活
協
同
組
合
」
の
経

営
指
針
で
も
あ
る
、
協
同
互
助
の
精

神
で
あ
り
、
組
合
員
の
生
活
の
文
化

的
経
済
的
改
善
向
上
を
図
る
上
で
、

と
て
も
大
切
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
は
、
そ

こ
に
生
活
す
る
人
か
ら
の
信
頼
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
職
員
に
は
「
信
じ
て

も
ら
え
て
、
頼
ら
れ
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
理
事
長
自
ら
が
書
い
た

「
信
頼
」
と
い
う
文
字
が
、
事
務
所

の
一
番
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て

あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

研修参加メンバー

研修の様子

2014 年開所したホールを見学

プログラム　

10:00 ～　オープニング　❖虹のコーラスの合唱♪
10:05 ～　式典
10:25 ～　特別講演　
　　　　　　❖ 2015NPT 再検討会議報告　松井広島市長
11:15 ～　リレートーク
　　　　　　❖ 2015NPT 再検討会議参加者からの報告
12:00 ～　実行委員会構成市民 6 団体アピール
12:04 ～　閉会挨拶
12:10 ～　ロビーセッション　
　　　　　　❖ NPT 再検討会議参加者のパネルセッション
　　　　　　❖構成 6 団体活動紹介
12:45 ～　終了

◆後援予定◆
広島県・広島市・平和首長会議・（公財）広島平和文化センター

◆主　　催◆
「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い実行委員会

【構成市民６団体】
広島県原爆被害者団体協議会・広島県原爆被害者団体協議会

広島県地域女性団体連絡協議会・広島ＹＭＣＡ
広島県青年連合会・広島県生活協同組合連合会

原爆が投下されて 70 年を迎える今年は、ニューヨークの国
連本部で 2015 年 NPT 再検討会議が開催されます。これま
で私たちはヒロシマから核兵器廃絶を目指しメッセージを発
信し続けてきました。今回は NPT 再検討会議へ参加した松
井市長と広島からの代表団メンバーより、現地の様子や活動
の報告を中心に開催いたします。世界の潮流が戦争文化から
脱却し、核抑止の体制から、相互信頼を構築し双方対話を基
本とする平和な社会の構築に向けて、これからの活動の指針
になればと考えています。
是非、たくさんの方のご参加をお待ちしています。

■日　時：2015 年 6 月 5 日（金）10 時～ 12 時 45 分
■会　場：広島県 JA ビル 10 階講堂（広島市中区大手町 4-7-3）
　　　　　●入場料：無料　●募集人数：200 名
◇申込締切：5 月 20 日（水）
◆申 込 先  ：広島県生活協同組合連合会

2015「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い

被爆70年をむかえるヒロシマから
平和を考えよう
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会員だより・トピックス

岸田外務大臣と会談・災害支援募金最終報告・通常総会開催公告

岸
田
文
雄
外
務
大
臣
と
会
談

　

１
月
23
日
（
金
）、
外
務
大
臣
室

に
お
い
て
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
と

日
本
生
協
連
浅
田
克
己
会
長
、
広
島

県
生
協
連
岡
村
信
秀
会
長
理
事
が
会

談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

浅
田
会
長
か
ら
は
、
日
本
生
協
連

や
全
国
の
生
協
の
平
和
活
動
に
関
し

て
、
そ
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
近
年
の
、

広
島
県
内
で
の
活
動
を
紹
介
し
な
が

ら
、
若
い
世
代
へ
の
継
承
を
意
識
し

た
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
被
爆
70
年
の
今
年
は
運
動

の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
２
０
１
５
年

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
は
約
１
０
０

名
の
代
表
団
を
送
り
た
い
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

岸
田
大
臣
か
ら
は
、
次
世
代
へ
の

継
承
に
つ
い
て
高
く
評
価
い
た
だ

き
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ
の
出
席

に
つ
い
て
は
、
国
会
の
推
移
も
見
な

が
ら
参
加
の
方
向
で
調
整
を
し
て
い

る
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
村
会
長
か
ら
は
、
世
界
の
為
政

者
、
と
く
に
米
国
や
ロ
シ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
核
保
有
国
の
リ
ー
ダ
ー
が

被
爆
の
実
相
に
触
れ
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
岸
田
大
臣
か
ら
も
是
非
呼

び
掛
け
て
頂
き
た
い
と
要
請
し
ま
し

た
。

　

昨
年
８
月
20
日
に
発
生
し
た
広
島

市
大
雨
土
砂
災
害
に
よ
り
、
74
名

の
方
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
家
屋
の
被
害
も
甚
大
で
、
４
，

７
６
９
棟
が
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
島
県
生
協
連
で
は
、
全
国
の
生

協
へ
被
害
の
状
況
を
情
報
提
供
す
る

と
共
に
、緊
急
募
金
口
座
を
開
設
し
、

全
国
の
生
協
へ
募
金
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

募
金
総
額
、
募
金
の
使
途
に
つ
い

て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

災
害
支
援
募
金

最
終
報
告                              使          　途 　　　          金　額（円）

広島市への義援金 　　　　　　　　　　　　　　　 153,260,000
広島市災害ボランティア本部への活動支援金 　　　　　 　 2,000,000
広島医療生協への組織協力金 　　　　　　　　　　  　2,000,000
広島市社会福祉協議会を通じて被災者へ折り鶴カレンダー贈呈      1,134,000
活動支援費、振込手数料等（広島県生協連） 　　　　　　    　94,025

・253 団体・個人（43 都道府県 121 生協、128 個人・4 団体）

　団体・個人 募金額 　　　 利息等　 　　総　額
　　253 　　 158,484,741 円　　3,284 円　　158,488,025 円

募金の使途は、広島県生協連理事会において以下のように決定し執行しました。
【募金の使途】

【募金総額】

広島県生活協同組合連合会は、2015 年度通常総会を下期の通り開催いたします。
１．開催日時　2015 年 6 月 24 日（水）13：00 ～ 14：45
２．開催場所　メルパルク広島（広島市中区基町 6-36）
３．議　　題　第 1 号議案　2014 年度活動報告ならびに決算報告承認と剰余金処分案承認の件
　　　　　　　第 2 号議案　2015 年度活動方針ならびに収支予算案決定の件
　　　　　　　第 3 号議案　役員選任の件
　　　　　　　第 4 号議案　役員報酬決定の件
４．代議員　　総会代議員選出基準にもとづいて、3 月末組合員数によります。各代議員数は、会員生協にお知らせします。
５．役員選任　定款第 20 条、第 21 条、第 22 条にもとづき、役員選任を行います。
　　役員に推薦すべき候補者は、役員推薦委員会で決定し、総会に報告します。

公 告
広島県生協連
2015 年度
通常総会の

開催について
広島県生活協同組合連合会

会長理事 岡村　信秀

〈
写
真
左
〉
右
か
ら
浅
田
会
長
、
岸
田
大
臣
、

岡
村
会
長
理
事

〈
写
真
右
〉

岸
田
大
臣
（
右
）、
岡
村
会
長
理
事
（
左
）



（3） 

２
０
１
５
市
民
平
和
行
進
に
つ

い
て

（4） 

２
０
１
５
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

in

ヒ
ロ
シ
マ
企
画
検
討
に
つ
い
て

４ 

広
島
県
消
費
者
基
本
計
画
（
第

２
次
）
に
つ
い
て

10

事務局だより

各委員会・組織委員会報告

第
４
回
福
祉
・

介
護
委
員
会
報
告

２
０
１
４
年
度 

第
４
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
議
事
録

■
日　

時  

　

２
０
１
５
年
２
月
９
日
（
月
）

■
場　

所 

　

 

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席

　

盛
谷
（
広
島
中
央
保
健
）、
斉
藤
、

　

本
浦
、山
本
（
広
島
医
療
）、岡
崎
、

　

西
谷
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、
為

　

政
（
広
島
県
生
協
連
）

【
主
な
内
容
】

１
介
護
保
険
制
度
改
定
に
向
け
た
活

　

動
に
つ
い
て

　

①
介
護
保
険
報
酬
の
動
向
に
つ
い
て

　

②
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
に

　
　

つ
い
て

２
ト
ッ
プ
ス
タ
デ
ィ
研
修
「
三
共
生

　

協
の
取
り
組
み
視
察
」
に
つ
い
て

３
情
報
交
換
（
各
生
協
よ
り
）

　

12
月
の
福
祉
事
業
実
績
管
理
表
に

　

つ
い
て
各
生
協
よ
り
報
告
と
情
報

　

交
流
を
行
っ
た
。

■
日　

時

　

２
０
１
５
年
２
月
26
日
（
木
）

■
場　

所

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席

　

越
智
（
日
立
造
船
因
島
）、佃
（
広

島
県
学
校
）、檀
浦
（
広
島
県
高
校
）、

上
田
、
戸
田
、
森
畠
（
ひ
ろ
し
ま
）、

山
本
（
広
島
県
労
済
）、高
田
、福
島
、

為
政
（
広
島
県
生
協
連
）

【
主
な
内
容
】

１ 

広
島
豪
雨
土
砂
災
害
被
害
状
況

及
び
支
援
状
況
報
告
（
中
間
報
告
）

２ 

家
計
簿
調
査
報
告
に
つ
い
て 

３ 

２
０
１
５
年
度
平
和
活
動
に
つ

い
て

（1） 

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
む
け
て

（2） 
２
０
１
５
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い

平
和
な
世
界
を
市
民
の
集
い
に
つ
い
て

２
０
１
４
年
度 

第
５
回
組
織
委
員
会
議
事
録

第
５
回
組
織
委
員
会
報
告

■
日　

時

　

２
０
１
５
年
２
月
19
日
（
木
）

■
場　

所

　

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席

　

理
事
17
名
中
９
名
出
席
、
監
事
３

　

名
中
０
名
出
席
（
出
席
理
事
）
岡

　

村
、
高
田
、
横
山
、
斉
藤
、
上
田
、

　

川
本
、
吉
山
、
武
田
、
金
築

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基

づ
き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議

な
く
承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
で
の
被
爆
者
の
活
動
を
支
援
す
る

募
金
に
つ
い
て

（
第
２
号
議
案
）
２
０
１
４
年
度
普

通
会
費
の
返
還
に
つ
い
て

（
第
３
号
議
案
）
２
０
１
５
年
度
通

常
総
会
に
つ
い
て

（
第
４
号
議
案
）
他
団
体
の
公
職
承

認
の
件
に
つ
い
て

１ 

日
本
生
協
連
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金

政
策
研
究
会
へ
の
派
遣

（
第
５
号
議
案
）
８
・
20
広
島
豪
雨

土
砂
災
害
関
連
に
つ
い
て

□
協
議
・
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き

説
明
を
行
い
、
協
議
の
結
果
、
全
事

項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

（
第
６
号
議
案
）
地
域
活
性
化
研
究

会
報
告
に
つ
い
て

（
第
７
号
議
案
）
平
和
関
連
活
動
に

つ
い
て

１ 

２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
代
表
団
壮
行
会
に
つ
い
て

２ 

２
０
１
５
戦
争
も
核
兵
器
も
な

い
平
和
な
世
界
を
市
民
の
つ
ど
い
の

開
催
に
つ
い
て

３ 

２
０
１
５
市
民
平
和
行
進
広
島

県
連
絡
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
第
８
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

１ 

広
島
県
消
費
者
基
本
計
画
（
第

２
次
）
に
関
す
る
意
見
書

２ 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
三
共
生
協
視

察
研
修
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

２
０
１
４
年
度
第
４
回
理
事
会
議
事
録

３ 

２
０
１
５
年
初
級
職
員
研
修
会

の
開
催
に
つ
い
て

４ 

各
委
員
会
活
動
報
告
（
審
議
会
、

組
織
委
員
会
、
福
祉
・
介
護
委
員
会

等
）

５ 

新
春
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
報
告

６ 

協
同
組
合
学
習
会
の
開
催
に
つ

い
て

７ 

広
島
県
被
団
協
・
被
爆
70
年
記

念
事
業
企
画
に
つ
い
て

８ 

中
四
国
地
連
運
営
会
議
報
告
（
運

営
委
員
の
改
選
）

９ 

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
事
業

に
係
る
提
案
募
集
に
つ
い
て

10 

12
月
～
１
月
活
動
日
誌

11 

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島
へ
の
加
入

に
つ
い
て

12 

中
四
国
地
連
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

13 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議　

生
協
代

表
団
ニ
ュ
ー
ス　

第
２
号
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11

日々のことから
広島県農業協同組合中央会

専務理事

坂本　和博
さかもと　かずひろ

１
．
世
界
的
な
流
れ

　

国
際
的
な
流
れ
を
見
る
に
は
、
毎

年
国
連
が
定
め
て
い
る
「
国
際
年
」

の
テ
ー
マ
を
見
れ
ば
、
世
界
が
目
指

し
て
い
る
方
向
が
明
ら
か
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
「
国
際
協
同
組
合
年
」

２
０
１
３
年
「
国
際
水
協
力
年
」

２
０
１
４
年
「
国
際
家
族
農
業
年
」

２
０
１
５
年
「
国
際
土
壌
年
」
で
す
。

世
界
的
に
は
「
限
り
あ
る
自
然
を
大

切
に
、
皆
で
協
力
し
て
暮
ら
せ
る
世

界
」
を
目
指
す
方
向
に
進
ん
で
い
る

と
言
え
ま
す
。
今
、
日
本
の
政
府
が

目
指
し
て
い
る
農
業
・
農
協
改
革
の

姿
と
は
、
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。

２
．
広
島
県
農
業
の
特
徴

　

広
島
県
の
農
業
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

生
産
量
日
本
一
の
農
産
物
は
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
「
国
産
レ
モ
ン
」。
全
国
の

シ
ェ
ア
ー
50
％
を
占
め
て
お
り
、
全

国
一
位
の
生
産
量
を
誇
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
で
は
、「
わ
け
ぎ
」
と
「
く

わ
い
」
さ
ら
に
「
ネ
ー
ブ
ル
オ
レ
ン

ジ
」
が
、全
国
一
位
の
生
産
量
で
す
。

　

広
島
県
が
日
本
一
の
生
産
量
を
誇

る
こ
れ
ら
の
品
目
は
、
日
々
多
量
に

消
費
す
る
農
産
物
で
は
な
い
物
ば

か
り
で
、
本
県
の
農
業
産
出
額
は
、

な
る
コ
ス
ト
競
争
で
は
太
刀
打
ち
で

き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

単
一
作
物
を
大
規
模
に
生
産
す
る

新
大
陸
型
の
効
率
収
奪
農
業
で
は
な

く
、
多
様
な
作
物
や
機
能
を
組
み
合

わ
せ
、
販
売
先
に
応
じ
て
生
産
・
供

給
す
る
「
合
わ
せ
技
体
系
」
こ
そ
、

広
島
県
型
持
続
可
能
農
業
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
集
落
法
人
は
、

主
食
用
米
22
㌶
、
酒
米
15
㌶
、
ソ
バ

３
㌶
、
白
ネ
ギ
１
㌶
、
ハ
ウ
ス
野
菜

（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
チ
ン
ゲ
ン
菜
等
）

１
０
７
４
億
円
（
全
国
29
位
）
と
低

い
で
す
。

ま
た
、
生
産
量
以
外
の
項
目
で
は
、

広
島
県
の
「
農
業
就
業
人
口
の
平
均

年
齢
」
が
、
70
・
４
歳
で
全
国
一
高

齢
で
す
。

　

一
面
で
は
、
高
齢
者
が
元
気
で
働

け
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
う
し
た
広
島
県
の
農
業

情
勢
を
「
日
本
農
業
の
衰
退
の
先
進

県
」
と
表
現
し
て
い
る
記
者
も
い
ま

す
。

３
．
広
島
県
農
業
の
再
生
の
取
組
み

　

広
島
県
農
業
を
「
日
本
農
業
の
再

生
の
先
進
県
」
へ
と
変
身
さ
せ
る
た

め
、
県
や
農
業
関
係
団
体
は
、
集
落

法
人
の
設
立
や
規
模
の
拡
大
さ
ら
に

後
継
者
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島
で
も
、
今
年

度
よ
り「
地
域
の
核
と
な
る
担
い
手
」

や
「
後
継
者
」
の
育
成
を
県
域
で
行

う
た
め
に
、「
広
島
県
Ｊ
Ａ
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会

に
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島

自
己
改
革
プ
ラ
ン
」
の
具
現
化
の
象

徴
的
な
組
織
体
系
で
、
Ｊ
Ａ
と
協
力

し
「
現
場
へ
出
向
く
営
農
」
で
担
い

手
を
支
え
、「
農
業
所
得
と
農
業
生

産
の
拡
大
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
島
県
の
よ
う
な
条
件

不
利
地
域
が
多
い
農
業
地
帯
は
、
単

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
室
か
ら
】

四
月
は
“
花
開
く
”
季
節
で
あ
る
。
寒

い
冬
が
終
わ
っ
て
、
木
々
が
一
斉
に
芽

を
吹
き
花
が
咲
く
。
冬
が
一
層
過
酷
な

も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
春
の
到
来

は
印
象
深
い
▼
『
行
春
や
鳥
啼
き
魚
の

目
は
泪
』＊
。
四
月
初
め
、就
職・退
職
、

入
学
・
卒
業
な
ど
の
景
色
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
数
十
年

と
い
う
務
め
を
終
え
、
第
一
線
か
ら
退

く
光
景
を
も
見
る
。
入
学
・
卒
業
と
較

べ
る
と
、
仕
事
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ

る
と
は
い
え
、『
退
職
』
の
二
文
字
に

は
人
生
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、
心
に
重

し
が
か
か
る
▼
年
度
末
に
、
こ
の
広
報

誌
と
も
関
わ
り
の
あ
ら
れ
た
お
二
方
を

送
る
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
い
た
。
心
あ

る
人
達
の
心
温
ま
る
送
別
の
会
は
、
お

二
人
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
自
由

な
時
間
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
良
き

思
い
出
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
▼

４
年
前
に
仕
事
か
ら
退
き
、
し
が
ら
み

の
な
い
身
の
自
由
さ
を
謳
歌
し
て
い
る

筆
者
だ
が
、「
人
は
仕
事
か
ら
離
れ
る

と
、
社
会
と
の
接
点
が
皆
無
に
な
る
」

と
い
う
世
界
を
も
体
験
し
て
い
る
。
お

二
方
に
良
き
未
来
を
！
（
Y
）

＊
芭
蕉
が
『
奥
の
細
道
』
に
旅
立
つ
際
に
詠
ん

　

だ
句
の
一
つ
。

世界の流れから
広島の食と農を考える
坂本和博　「経歴」　　　
1953 年広島県廿日市市生まれ、1977 年京都大学農学部畜産学科卒業、全国和牛登録協会広
島県支部入会、1983 年広島県経済農業協同組合連合会入会、1991 年畜産課係長（兼）久井
肉牛試験場長、2000 年総合企画課長、2003 年 JA 全農ひろしま米穀課長、2004 年 JA 広島
中央会・JA 全農ひろしま営農販売対策部長、2008 年 JA 広島中央会理事（地域振興本部長）、
2011 年 JA 広島中央会専務理事、現在に至る。

23
㌃
な
ど
多
様
な
生
産
を
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
体
験
農
園
・
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
加
工
品
・
オ
ー
ナ
ー

制
度
・
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
も
併

せ
て
行
っ
て
い
る
経
営
体
も
あ
り
ま

す
。

　

広
島
県
型
持
続
可
能
農
業
は
、
水

や
土
を
大
切
に
し
、
共
同
体
で
あ

り
、
家
族
農
業
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
、

世
界
が
目
指
し
て
い
る
姿
と
い
え
ま

す
。
共
に
地
域
生
産
地
域
消
費
（
地

産
地
消
）
で
広
島
県
農
業
を
再
生
し

よ
う
。


